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ご使用の前に
本製品をご購入頂き有難うございます。
安全にご使用いただく為にマニュアルをよくお読みになり、大切に保管して下さい。
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本機のUSB接続はMIDI出力をサポートしています。
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各部の名称と接続

左の二つのボタンを同時押しすると
工場出荷時の設定に戻すことができます。
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ハイハット スネア タム1 クラッシュバスドラム ハイハットペダル

電源アダプター (9V1A)

ライド

タム3

タム２

ヘッドホン

バスドラムハイハットペダル

電源
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各部の名称と接続



叩く強さの検出

homeボタンを押すことで、どのモードの状態でも
ホームに戻ることができます。

ホームの状態で、再度ホームボタンを押すと
叩く強さを数値で検出できます。

パッドを叩くと検出された強さが
表示されます。

強さは1-9までの数字で表示されます。



08
USERプリセット(7.8.9.10)に関しまして
は15ページをご参照ください。

サウンドキットの切り替え のボタンを押すことで
プリセットサウンドキットの切り替えが
できます。  

ボタンを押した場合 1.Rockから一つづつ数が上がります。
10.USER4まで行くと1.Rockへ戻ります。
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ボリューム調節        を押すことで各種ボリュームを
　　　調節できます。

        を押すごとに下図のように調節する対象が切り替わります。

 か   を押してキット全体
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してメトロノーム
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してハイハット
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してスネア
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してタム１
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してタム２
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。
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 か  を押してタム３
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してクラッシュ
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してライド
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してキック（バス）
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してハイハット
ペダルのボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

 か  を押してスネアリム
のボリュームを調節します。

長押しで素早く上げ下げできます。

ボリューム調節         を押すことで各種ボリュームを
　　　調節できます。
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メトロノームの設定

 を押すことでメトロノームをスタートできます。
その後               を押すことでメトロノームの設定が可能です。
その後　　　　を押すことで設定項目を変更できます。

か

  か   を押してリズム
パターンを設定します。

DIDA はクリック音
HUMA は声でのカウントです。

  か   を押してメトロノーム
のサウンドを設定します。

を押すとメトロノームが
一度　　を押してホームへ戻り

ストップします。
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録音

  か   を押して録音する
チャンネルを設定します。

  を押して録音を開始します。

  を押して録音を終了します。

 を押して、チャンネルを選択後録音が可能です。



  か   を押して再生する
チャンネルを設定します。

再生が開始されます。

停止します。

※再生してもドラムの音が何もしない場合、すぐに再生を
止め、ホームへ戻ってください。
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        を押して、録音したチャンネルを選択後再生します。

録音の再生と停止



  か   を押してループを作成する
チャンネルを選択し　　　を押して

再生を開始します。

再生中に　　を押すとループ作成

モードに入ります。

　　　を押すと録音の全範囲が

ループとして作成されます。

　　　を押した場所でループの始まり

位置を設定し、　　　を押した場所で

ループの終了位置が設定されます。
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録音の再生と停止 録音した音源でループを作成できます。

を押すとループ再生が停止します。



を押すと設定モードに入ります。
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設定

ユーザープリセット設定に入ります。

左の４つのサウンドキットより選択して、

を押すと詳細設定に入ります。

設定モードの状態で　　　を押すと
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スレッショルド、感度設定
設定モードの状態でもう一度

　を押すとスレッショルド値、感度設定に入ります。

を押すとハイハットのスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとスネアのスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとタム１のスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとタム２のスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとタム３のスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとクラッシュのスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

で項目を変更します。



感度の設定
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を押すとクラッシュのスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとバスドラムのスレッショルド

値をA１～A８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

を押すとハイハットペダルの

スレッショルド値をA１～A８の間で

設定ができます。

を押すとスネアリムショットの

スレッショルド値をA１～A８の間で

設定ができます。

スレッショルド値の設定項目の後に感度の設定項目があります。

S○の表示が感度設定項目です

※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

※値が低いほど、音色、音量を変化させる
ために必要な力が強くなります。

スレッショルド値と感度の設定

を押すとハイハットの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。



スレッショルド値と感度の設定

を押すとスネアの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとタム１の感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとタム２の感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとタム３の感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとクラッシュの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとライドの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。



を押すとバスドラムの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとハイハットペダルの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとスネアリムショットの感度を

S１～S８の間で設定ができます。
※値が低いほど、音を出すためにために必要な力が
強くなります。

を押すとクリアの値を10~30の

間で設定できます。
※値が高いほど高次倍音を減らしサウンドが
クリアになります。
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ベロシティカーブと感度の設定

を押すとバスドラムペダルミュート

のON　OFFが設定できます。

を押すとハイハットミュート時の

音色がON　OFFから設定できます。



1.選択されているユーザープリセットナンバー

3.設定されている
サウンドキット番号
（P.5参照）

2.設定中のパッド番号

4.設定したいパッド番号
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ユーザープリセット設定

ユーザープリセットナンバー
を押して

を選択します。

設定するパッドナンバー
（P.5を赤枠の箇所をご参照
ください）

を押して

を選択します。

設定するサウンドキット
1~6

割り当てるサウンドを選択
します。

を押して

を選択します。
(P.5黒枠の箇所をご参照くだ
さい)

を押して
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ユーザープリセット例

を押してU１（ユーザープリセット１）を

選択し、 で決定します。

で、P２（タム１）を選択して、

で決定します。

で、３（テクノキット）を選択して、

で決定します。

を押して設定モードに入り、

ここではユーザープリセット１のタム１をテクノキットのタム２へ変更する手順を例に説明
します。

を押してユーザープリセット設定

で、P３（タム２）を選択して、

を押して完了です。

に入ります。








